
鎌 ケ 谷 市

自主防災組織 を 結 成 ！

み ん な で 守 る 地 域 の 安 全



1. 自主防災組織を結成しましょう！

2. 自主防災組織が行う平常時の活動

3. 自主防災組織が行う災害時の活動

4. 家族会議を開きましょう！

付録：防災情報メールサービスetc.
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自主防災組織とは、自治会などの地域

住民が協力して、「自分たちのまちは自分

たちで守る」ことを目的に、日ごろから

様々な活動を行う組織です。

災害対策の最も基本となる法律であ

る災害対策基本法においては、「住民

一人一人が自ら行う防災活動及び自主

防災組織（住民の隣保協同の精神に基

づく自発的な防災組織をいう。）とさ

れております。

地震・火災・洪水などの災害時は、行政

機関のみならず自主防災組織が活動するこ

とで、より幅広い活動が可能です。

地域のみなさんで協力して、自主防災組

織を結成しましょう。

「自主防災組織」とは？
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災害から自分や家族を守り、地域で互いに助け合うために、
自主防災組織を結成しましょう。

１．阪神・淡路大震災では

出典：（社）日本火災学会（平成8年）
「1995年兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書」

阪神・淡路大震災における、生き埋めや閉じ込められた際の
救助主体等

自力の脱出

35%

家族

32%

友人・隣人

28%

通行人

2%

救助隊

2% その他

1%

自力の脱出、家族、友人・隣人、通行人による
救助がなんと全体の約９７％も！！？

いつもならすぐにやってくる消防や警察などの
公的機関は、災害時はすぐに機能しにくい。
だからこそ、地域のみなさんで助け合える環境
作りが必要不可欠なのです！
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２．自主防災の結成の流れ

自主防災組織を
立ち上げたい！

・自治会・町内会・マンション管理組合等に

自主防災組織の活動を提案

・自主防災組織の活動について

役員会で検討・承認

・市に相談、結成の届出

・自主防災組織としての活動開始

① 自主防災組織のリーダーを作りましょう。

⇒県や防災団体が研修を開催しています。

② 班や係を設けて効果的な活動をしましょう。

⇒例）●情報班●消火班●救出・救護班

●避難誘導班●給食給水班

③ 円滑な運営のために組織の規約や防災計画を策定しましょう

⇒参考：消防庁（自主防災組織規約例、防災計画例）

（http://www.fdma.go.jp/html/life/jisyubousai/）

結成時のポイント！

出来ることから始めましょう！
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１．防災について学びましょう

災害時の役割分担や、家庭や
地域で行う防災活動について、
地域のみなさんで話し合う。

防災講演会やリーダー研修に

参加する。

２．地域の安全を確かめましょう

３．防災資器材を備蓄しましょう

地域内をみんなで歩いて

確かめる。

危険物がどこにあるのか
チェックする。

消火器の設置場所なども

確認する。

災害時などに使用する資器材を
計画的に調達・備蓄し、
定期的な管理を行う。

備蓄品の使い方を日ごろから
確認しておく。
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４．防災訓練を行ってみましょう

５．住まいの安全を確かめましょう

地域の被害情報を収集・
整理する手順を確かめる。

避難準備情報、避難勧告、
避難指示などの情報を
地域のみなさんに伝達する
手段を確かめる。

初期消火訓練や応急手当訓練を
実施する。

建物の基礎や柱などの状態を

確かめる。

家具の転倒防止が出来ているか
確かめる。

ガラスの飛散防止対策も

実施する。

玄関や通路には物を置かない
ようにする。

５



１．情報の収集・伝達

 市から発信される災害情報や
地域の被害状況を収集する。

 誰がどのように伝達するのか
確認しておき、
地域のみなさんに正確な情報を
伝達する。

２．出火防止・初期消火

 出火防止のための活動や
初期消火活動を行う。

 消防車や消防団が到着する
まで、火災の拡大延焼を
防ぐのが基本です。

 火災が発生したら、大きな
声で近所に知らせる。

 火が天井まで上がる前なら
初期消火が有効です。

 天井まで広がったら素早く
避難する。
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４．避難・避難誘導

３．救出・救護

 負傷者や家屋の下敷きに
なった人たちの救出・救護を
行う。

 ケガ人が発生したら
応急手当てをする。

 危険を伴うこともあるので、
自分自身が怪我をしないよう
十分に注意する。

 地域のみなさんを安全に
避難場所まで誘導する。

 要配慮者などは、担架を
使ったり、おぶったりして
避難させる。

 要配慮者とは
高齢者・障がい者・乳幼児等の防災施策において、特に配慮を要する方
（災害対策基本法抜粋）
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１．連絡方法を確認しましょう

 外出中の家族との連絡方法を
確かめる。

 災害用伝言ダイヤル「171」の
使い方を確かめる。

 被災地以外に住む親戚や知人を
中継地点にして連絡をとることも
考える。

２．避難場所・避難経路を確認しましょう

３．非常時持出品を確認しましょう
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 地域の避難場所、避難場所への
避難経路を確かめる。

 避難経路は一つではなく、複数の
経路を確かめる。

 家族で一度下見をしておく。

 ＜貴重品＞
現金、預金通帳、ハンコ、免許証、
権利証書、健康保険証など。

 ＜非常食品＞
乾パン、缶詰、粉ミルク、
飲料水など。

 ＜応急医薬品＞
絆創膏、常備薬、お薬手帳など。

 ＜生活用品＞
衣類、タオル、歯ブラシ、紙おむつ、
生理用品、ティッシュペーパーなど。

 ＜その他＞
携帯ラジオ、懐中電灯、電池など。

≪家庭状況で必需品は変わります≫
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避難所及び避難場所

名 称 住 所 主な対象地区

1 鎌ケ谷小学校 中央２-１-１ 初富・南初富・中央・東初富・新鎌ケ谷

2 東部小学校 鎌ケ谷８-３-１１ 丸山・鎌ケ谷・東道野辺

3 北部小学校 粟野７３５ 粟野・佐津間・中佐津間・西佐津間

4 南部小学校 中沢７２６
道野辺・西道野辺・馬込沢・中沢・
東中沢・中沢新町

5 西部小学校 初富１１０ 北中沢・初富・くぬぎ山・北初富・串崎新田

6 中部小学校 道野辺中央３-１２-３
丸山・道野辺中央・道野辺本町・中沢・
東中沢・中沢新町・富岡

7 初富小学校 東初富１-２０-１ 東鎌ケ谷・:初富・南初富・東初富

8 道野辺小学校 東道野辺５-５-１ 丸山・鎌ケ谷・南鎌ケ谷・東道野辺

9 五本松小学校 南初富１-１６-１ 初富・南初富・中央・東初富・新鎌ケ谷

10 鎌ケ谷中学校 富岡１－２－１
道野辺本町・東中沢・南初富・
富岡・初富本町・新鎌ケ谷

11 第二中学校 東道野辺４-１９-２６
丸山・鎌ケ谷・東道野辺・
道野辺本町・右京塚

12 第三中学校 粟野４５０
中沢・北中沢・初富・北初富・
新鎌ケ谷・粟野・佐津間

13 第四中学校 中沢１０２４-１ 中沢・東中沢・北中沢

14 第五中学校 初富８０６-２６２ 初富・東初富

15 鎌ケ谷高等学校 東道野辺１-４-１
道野辺・東道野辺・西道野辺・道野辺中央・
道野辺本町・中沢・中沢新町

16 鎌ケ谷西高等学校 初富２８４-７ 初富・くぬぎ山・粟野・佐津間

17 南初富保育園 東初富２-６-５０ 南初富・東初富

18 道野辺保育園 道野辺中央５-７-１０
道野辺・東道野辺・道野辺中央・中沢・
中沢新町

19 鎌ケ谷市民体育館 初富８６０-３ 初富・東初富・南初富・粟野・軽井沢

20 くぬぎ山コミュニティセンター くぬぎ山４-２-４６-１０ 初富・くぬぎ山・串崎新田

21 海上自衛隊下総航空基地 柏市藤ヶ谷１６１４-１
東初富・粟野・佐津間・軽井沢・
中、西、南佐津間

22
社会福祉センター
（※福祉避難所）

初富８０２-１１６ 要配慮者を対象

避難場所
23 くぬぎ山公園 くぬぎ山４-２-４６-１０ 初富・くぬぎ山・串崎新田

24 市制記念公園 初富９２４-６
初富・南初富・中央・東初富・
新鎌ケ谷・粟野・佐津間

25 陸上自衛隊松戸駐屯地 松戸市五香六実１７ くぬぎ山

26 鎌ケ谷カントリークラブ 中沢１３３８-３ 中沢・東中沢・北中沢

＜避難所と避難場所の違い＞（災害対策基本法抜粋）
 避 難 所 ：災害の危険性があり避難した住民等を災害の危険性がなくなるまで必要な間滞在させ、

または災害により家に戻れなくなった住民等を一時的に滞在させるための施設
 避難場所：災害が発生し、又は発生するおそれがある場合に、その危険から逃れるための施設又は場所
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